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研究成果の概要（和文）：本研究では、古代日本成立期の自然環境基盤について、遠隔地のデータをもとにするのでは
なく、その舞台の中心となった奈良盆地とその周辺域を対象にどのようなデータが得られるのか、そしてそこからどの
ような自然環境像を読み取ることができるのか、について検討した。その結果、完新世初頭に急速に進んだ沖積低地の
埋積イベントや、弥生・古墳時代以降にみられる急激な沖積層の堆積現象の存在などが示唆された。とくに後者につい
ては、気候変化などの自然的要因に加え、人為的植生破壊など、人間活動による環境改変の影響も考えられる。奈良盆
地の環境変動について時空間的により詳細に検討するには、今後も更なるデータの蓄積が望まれる。

研究成果の概要（英文）：In this study we surveyed late Pleistocene and Holocene sediments and 
archeological information in and around the Nara basin to clarify paeoenvironment just before, during and 
immediately after the ancient Japanese era. Our results suggest that rapid sedimentation occurred at the 
alluvial plains in the basin during the early Holocene and after the Yayoi and Kofun period. In 
particular the latter phenomenon seems to have been affectd by anthropogenic activities, such as 
artificial deforestation and/or land use, as well as climatic changes. More data in terms of time and 
space resolution are needed to reconstruct the ancient natural environment in detail.

研究分野：自然地理学
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１．研究開始当初の背景 
奈良盆地は、古代日本誕生の舞台となった
地である。近年では、纏向遺跡や明日香地区
の発掘調査結果など、日本古代史を考える上
での貴重な発掘成果も積み上げられてきて
いる。しかしながら、これらの考古学的・歴
史（地理）学的情報にくらべ、当時の自然環
境基盤に関する情報は意外なほど少ない。 
一般に、遺跡発掘調査においては、遺物と
遺構の分析検討に中心が置かれているため、
それらが出土しない前後の堆積層について
は、さほど関心が払われないことが多い。ま
た、堆積層そのものの堆積過程や、遺跡を取
り巻く周辺の自然環境の分析にまで取組む
だけの時間的・予算的余裕が無い場合も少な
くない。 
一方、自然地理学的な観点から見ると、近
畿圏は、中部地方以北の日本列島や九州など
と比べ後期更新世～完新世のテフラの分布
が貧弱なため、地形や堆積物の年代決定に困
難が伴う場合が多い。このため、ここ 20～30
年間のテフロクロノロジーの目覚ましい進
展に伴って明らかにされてきた海成段丘や
河成段丘の形成史などについても、近畿圏で
は意外に未解明の部分が多いと言わざるを
得ない。 
古代の日本の自然環境については、これま
でもいくつかの研究によって、ある程度の解
明は進んできた。しかしながらこれらの研究
は、古墳時代～飛鳥時代～奈良時代といった
日本が国家として誕生する舞台の中心とな
った奈良盆地とその周辺域からは、やや離れ
た地域のデータからもたらされたものが多
い。 
第四紀の奈良盆地における環境変遷史・地
形発達史に関しては、1970年代末から 1980
年代にかけて、西田史郎、バーンズ G.L.、松
岡数充、金原正明らが一連の研究を発表して
いる（文献 1）～5)）。これらの研究では、ハ
ンドオーガーによる浅層掘削調査などから、
後期更新世～完新世の地形発達と花粉分析
による植生変遷史が検討されている。その結
果によれば、後期更新世の奈良盆地東部では、
河川の後背地として低湿な土地が広がり、盆
地底には亜寒帯針葉樹林や、冷温帯に生育す
る植生が分布していたこと、完新世には、そ
れが中間温帯林の植生を経て、シイやカシな
どの照葉樹林に変わっていったこと、などが
明らかにされている。これらの研究は大変示
唆に富み参考になるが、完新世後半の時代分
解能がさほど良くなく、細かい変遷史を丁寧
に拾えるまでには至っていない。また、検討
対象地域が天理市を中心とする盆地中～東
部に限られており、データの質と数が十分と
いえるレベルにまでは達しているとは言い
難い。 
同じく 1980 年代には、武久が、土地分類
基本調査の中で、奈良盆地全域をカバーする
５万分の１地形分類図「桜井」、「奈良」図幅
を作成しているが、図示された地形面群の中

で、具体的な地形の形成年代がわかっている
箇所は、現在でも極めて少ないのが実情であ
る。 
研究代表者の高田は、1995 年に奈良女子
大学に赴任して以降、橿原考古学研究所や奈
良県各市町村が実施する遺跡発掘現場を見
学する機会に恵まれてきた。その関係もあり、
時には、遺跡発掘調査の一部に関与すること
もあった。2009 年度の例では、明日香村の
伝板葺宮跡に隣接する発掘現場をはじめと
するいくつかの遺跡発掘現場を観察する機
会があり、それらの地点における地形や堆積
層の形成年代・形成環境に関するコメントを
求められることもあった。しかしいずれもの
場合も、他に参考となる事例が無く、即答に
は窮する場面を経験した。 
以上のように、古代日本成立期の奈良盆地
の自然環境像には、未解明の点が少なくない。 

 
２．研究の目的 
上記のような背景を踏まえ、国として日本
が誕生するに至った古代日本成立期の自然
環境基盤について、遠隔地のデータをもとに
するのではなく、まさにその舞台の中心とな
った奈良盆地とその周辺域を対象に、どのよ
うなデータが得られるのか、そして、そこか
らどのような自然環境像を読み取ることが
できるのか、について明らかにしたいと考え
た。そのため、既存の遺跡発掘報告書やボー
リングデータを利用することに加え、独自に
ボーリング調査やあらたな遺跡発掘現場の
観察なども行い、既存のオーソドックスな堆
積層分析に加え、シークエンス層序学や OSL
年代測定などの新しい手法も組み合わせた
解析を行った。 

 
３．研究の方法 
本研究では、まず、歴史地理・古環境関連
のその他文献資料の収集や、既存情報ボーリ
ングデータなどの収集を行った。また、考古
関係資料、とくに、研究対象地域における既
存の遺跡発掘調査報告書の収集も行い、前述
の資料類と併せて、分析・検討を行った。 
これに加え、当該研究期間にあらたに発掘
作業の行われた現場に赴き、堆積層観察を行
い、必要に応じて年代測定や各種分析用試料
を提供してもらった。 
さらには、奈良盆地中央部の２地点におい
てオールコアのボーリング調査によって、完
新～更新統のコア試料を採取した。 
現地調査によって回収した堆積層につい
ては、14C 年代測定やルミネッセンス年代測
定を行い、堆積年代の推定を行うとともに、
堆積層解析を行った。また、１地点では、珪
藻分析による堆積層解析についても試みた。 
以上の各調査項目を総合して、どのような
古環境像が得られるか、検討した。 

 
４．研究成果 
（１）飛鳥京跡第 165 次調査地点（発表論文



④に詳細） 
本地点は、吉野川分水東部が飛鳥川を横切
る地点から、分水沿い下流側北方へ約 400m
ほど離れた飛鳥川右岸に位置する。調査地点
とその周辺には、飛鳥川などの形成した何段
かの河岸段丘が発達している。しかしながら
各々の段丘面の形成年代に関する具体的な
年代試料に欠けるため、採取した年代測定試
料の 14C 年代・OSL 年代測定結果をもとに、
調査地点の地形・地質環境の変遷について、
若干の検討を行った。 
 当該地点における 14C 年代・OSL 年代値
からは、次のような地形形成環境の変化が考
えられる。最終氷期末まで、当該地点付近は、
飛鳥川が運搬する礫の堆積する扇状地に位
置していた。後氷期初頭には、飛鳥川の河床
勾配が緩くなるとともに、地形面と河床との
比高や流路との水平距離が大きくなること
で、洪水時の堆積物が、中砂を中心とするや
や細かい物質へと変化した可能性がある。こ
の時期、比較的厚い土壌層が形成されている
ことから、洪水時の堆積作用はさほど顕著で
はなく、堆積速度は 40～50cm/1,000年以下
であったと考えられる。その後は、2000～
3000 年前に礫混じりの砂層が堆積し、層厚
40ｃｍほどに達したが、この堆積物は、一回
の洪水時イベントで多量の土砂が堆積する
ような堆積作用ではなかった可能性がある。
あるいはこの時期、飛鳥川の河床が低下し、
段丘化していた可能性もある。その後、1500
年前頃までの間に、調査地点付近に土石流的
な堆積物が１ｍ程度堆積するイベント（１回
だけではなく複数回の可能性もあり得る）が
あり、現在に近い地表面高度の状態になった。
なお、この時の堆積物は、飛鳥川本流ではな
く、調査地点東方山地からの支流性の堆積物
である可能性もあるが、現時点では明確に判
断できない。 
（２）南六条北ミノ遺跡（発表論文⑧に詳細） 
 西側断割りトレンチ断面から採取した試
料のOSL年代や14C年代測定値からみると、
一部、年代値が逆転している部分もあるが、
沖積層のかなりの層厚部分が 8～10ka 程度
の値を示しており、完新世初頭の比較的短い
期間に、沖積平野の埋積が進んだことが示唆
された。その後、河川は側刻や多少の掘削に
転じたとみられるが、その時期は、完新世の
比較的早い時期であった可能性があること
がわかった。 
（３）平城京左京五条五坊二坪（発表論文③
に詳細） 
 平城京左京五条五坊二坪流路 1 は、主に、
奈良時代初頭～中期までの堆積物に埋積さ
れており、この堆積物の珪藻分析結果は以下
のとおりであった。 
試料から出現した珪藻は、未同定の殻を除
くと、貧塩性種（淡水生種）39 属 109 種に
分類することができた。流路 1を埋積する堆
積物中には、好清水性の中～下流性河川指標
種群が一貫して出現することから、清浄な河

川水の流入が定常的にあったと考えられた。
ただし、下位層堆積期には、あまり流れのな
い湿地のような状況であり、上位層堆積期に
なるにつれ、河川の流量が増加したように見
える。また Aulacoseira属（湖沼浮遊生種群）
や沼沢湿地付着生種群～陸域指標種群が出
現することから、流入水には、水田や浅い池
沼からの水も混入していた可能性がある。一
方で、試料全体を通して好汚濁性種が出現し
ているため、有機汚濁水も一貫して流れ込ん
でいたと考えられる。また、殻数密度が大き
く減少する層準もあり、その時期は、何らか
の理由により、珪藻遺骸が堆積しにくい環境
であった可能性が考えられた。 
（４）奈良盆地における沖積層の発達過程 
 上記以外の地点における、奈良盆地の表層
地質観察，既存ボーリングデータの解釈，本
研究で新たに採取した MK コアや既存研究の
放射性炭素年代値を検討して，沖積層の特徴，
発達過程を推定すると、以下のとおりである。 
奈良盆地の沖積層の特徴として，以下の点
が明らかになった．(a)沖積層の層厚は 3 m
前後と非常に薄い．(b)盆地南部における沖
積層の層厚は 5 m 前後と相対的にやや厚いと
ころがある．(c) MK1 コアでは，2,300 cal BP
以降に堆積速度の増加がみられた．弥生時代
～飛鳥時代の遺構検出面が地表から 1 m 前後
の深度に分布することから，この時期に急激
に堆積層が形成され、それが現在まで残され
るような堆積環境の変化があった可能性が
示唆される． 
奈良盆地の沖積層の層厚を規定する要因
としては，流域面積に占める山地の割合が小
さく，河川の流量も少ないことから，供給土
砂供給量自体少ないことが要因の一つとし
て考えられる．これは、日本列島に分布する
他地域のダムと比べ、天理ダムや初瀬ダムか
ら得られた比堆砂量のデータが小さな値を
示すことからも支持される．従来の研究では，
最終氷期最盛期における相対的海水準低下
の影響が上部更新統－下部完新統の形成に
関与していることが示唆されているが，亀の
瀬狭窄部が白亜系および新第三系の火山岩
類によって構成され、現河床縦断面でも遷急
点をなしていることから、海面変動の影響が
及びにくく、相対的海水準変動に伴う河床縦
断面形の変化は，亀の瀬狭窄部から下流域に
限られる可能性がある． 
一方，盆地南部の沖積層の層厚が相対的に
やや厚いことは，河川の流域面積に依存して
いる可能性が高い．すなわち，奈良盆地では，
相対的海水準変動の影響よりも，河川流量，
供給土砂量を変化させる気候条件に依存し
て、沖積層の埋積が進んでいる可能性がある．    
既存研究の成果に基づけば、弥生・古墳時
代以降の人間活動は、奈良盆地や周辺山地の
植生環境に大きな影響を及ぼし，山地の荒廃
を招いたことが推測されている．弥生・古墳
時代ころを境に認められた堆積環境の変化
は、気候条件や人為的な植生破壊などによる



土砂供給様式・量の変化の影響を受けた可能
性がある． 
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